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アブストラクト

インターネットや携帯電話をはじめとする情報通信技術（ICT）の浸透によって， ICT を用いた親密な

パートナーからの暴力（IPV）が増えていることが指摘されている。本研究では ICT を用いた IPV の日

本における実態とその特徴を明らかにすることを目的とした。先行研究で指摘されている ICT を用いた

IPV の主な 6 種の行為（『言動監視』『執揃なメッセージ送信』『脅迫・侮辱』『なりすまし』『私的情報等

による攻撃J r私的情報の掲載』）の被害経験の有無に加え，各行為の詳細，影響，対処について自由記述

調査を行った。その結果，『言動監視』が最も経験頻度が高く，現在の恋人からのみではなく，元恋人か

らされる場合も多いことが明らかとなった。気持ちへの影響として「嫌・不快J 「気持ち悪い」「怖いj が

多く，行動への影響は「行動が制限される」「関係回避」の回答が多い一方で，「影響がない」という回答

も多かった。対処としては「別れるj 「話し合い」という対処がある一方で、，何も対処を行わない場合も

多いことが明らかとなった。

問題と目的

近年，情報通信技術（information commuｭ

nication technology : ICT）の進歩は目覚まし

く，日本においても急速に普及している。総務

省（2013）によると， 2012年末の「携帯電話－

PHS」（スマートフォンを含む）及び「パソコン」

の普及率はそれぞれ94.5%, 75.8%であり，イン

ターネット利用の人口普及率は79.5% となり， 6

割以上の人が「毎日少なくとも 1 回以上」利用し

ているのが現状である。このようなICTの普及

によって，コンビューターを介したコミュニケー

ション（Computer-mediated Communication: 

CMC）が一般的になっている。

当然，カップル聞においても CMCが多く用

いられていると考えられる。それに伴って，交

際相手への暴力（Intimate Partner Violence : 

IPV）に ICTが用いられることも増えている。

Korchmaros, Ybarra, Langhinrichsen-Rohling, 

Boyd, & Lenhart (2013）が10代を対象に調査

を実施した結果，過去1年間にCMC を介して交

際相手に対して心理的暴力を行った経験のある

人は， 40.6% であった。さらに， Zweig, Dank, 
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Yhner, & Lachman (2013）のミドルスクールか

らハイスクールの学生を対象とした調査の結果，

過去1年間で交際相手がいる（またはいた）人の

うち 26.3% が交際相手からのCyber abuse の被

害経験があり， 11.8%が交際相手への加害経験が

あることを報告している。しかし ICT を用い

た IPVについては，未だ研究が進んでいないの

が現状であり（Melander, 2010），日本において

も ICT を用いたIPVに焦点を当てた研究はほと

んどない。 IPVには一致した操作的定義がないこ

とが指摘されているが（Saltzman, 2004; Shorey, 

Cornelius, & Bell, 2008 など），概ね身体的暴力・

心理的暴力・性的暴力の3つが含まれていること

が多い（Shorey et al., 2008）。 ICT を用いたIPV

はオンライン上でのやり取りや様々なメディアを

介して行われるため，そのほとんどは心理的暴力

であると考えられる。 ICTの発展の結果，執掲に

メッセージを送信したり電話をすることで，時間

や場所を問わずにパートナーに対する行動の監視

や脅迫が可能となるなど，心理的暴力がさらに多

様化し容易に行われるようになってきていると思

われる。したがって，多様な心理的暴力の更なる

理解の為にも近年広まりつつある ICT を用いた

IPVに関する詳細な調査研究が必要であろう。そ

こで，本研究では日本における ICT を用いた IPV

の実態とその特徴を把握することを目的とする。

ICT を用いた IPVには様々な行為が存在する。

Bennett, Guran, Ramos, & Margolin (2011）は，

大学生を対象としてカップル聞に起こる電子メ

ディアを通した被害について検討している。具体

的には，傷つけたり恐怖を与えたりするような

メッセージを直接送るなどの“敵意行為’＼相手

を監視したりするために電子メディアを使った

り，インターネット上の私的な情報にアクセス

するためになりすまし行為をするなどの“侵入

的行為”，困らせたり侮辱したりするような写真

やコメントを公にアップするなどの“恥をかか

せる行為’＼電子媒体を用いたコミュニケ｝ショ

ンを終わらせたり妨害するといった“排除行為”

の4つのタイプの攻撃である。さらに， Zweig et 

al. (2013）は，性的な Cyber abuse と性的でな

いものとに分けて検討している。性的な Cyber

abuse には，無理やり交際相手の裸のまたは性的

な写真を送るよう強制したり，それに従わない場

合にはメール等を用いて脅したり，逆に相手が望

んでいないにもかかわらず自身の裸のまたは性的

な写真を送りつけるといった行為が含まれる。性

的でない Cyber abuse には，交際相手を脅すよう

なメッセージを送る，交際相手のインターネット

のアカウントを勝手に使う，交際相手のビデオを

撮りそれを勝手に友達に送る，交際相手が身の危

険を感じるほどに執劫にたくさんのメッセージ

を送る，交際相手を身体的に傷つけると携帯や

メッセージ， SNS を用いて脅す， Facebook など

の自身のページに交際相手の悪口を書くなどの行

為が含まれている。また， Burke, Wallen, Vailｭ

Smith, & Knox (2011）はカップル聞における

ICT を用いた監視やコントロールの加害・被害を

測定する尺度を作成している。分析の結果，隠し

カメラやスパイウェアを用いて交際相手の行動を

監視したり，交際相手が嫌がるような交際相手の

写真をウェブ上に載せると脅したり，実際に載せ

たりする「写真やカメラ，スパイウェアJ，過度

に電話をかけてきたり，メッセージを送信してき

たりする「過度なコミュニケーション」，脅すよ

うな電話をかけてきたり，テキストメッセージ

を送信してくる「脅迫」，交際相手のパスワ｝ド

を用いてパソコンをチェックしたり，携帯や電

子メールの履歴をチェックする「チェック行為」

の4因子が抽出されている。さらに， Helsper & 

Whitty (2010）は，既婚者を対象としてカップ

ル聞のオンライン上での監視行為について検討し

ている。具体的には，相手の行動をチェックする

ために，「勝手に相手の電子メールを見る」「勝手

に相手のSMS （ショートメール）を見る」「勝手

に相手のブラウザ履歴を見る」「勝手に相手のIM

（インスタントメッセージ）ログを見る」「勝手に

監視ソフトを使う」「他人になりすます」などの

行為である。これらの先行研究から， ICT を用い

た IPVに含まれ得る行為は，大きく分けて以下



情報通信技術を用いた交際相手からの暴力一日本における実態とその特徴の検討 13 

の6種の行為に分けられると考えられる。携帯や

パソコン，インターネット上のサイト等を利用し

て，交際相手の言動を監視する『言動監視j，メー

ルなどのテキストメッセージを執捕にたくさん送

る『執拘なメッセージ送信J，交際相手を怖がら

せたり，侮辱したり傷つけたりするような内容を，

インターネット上の掲示板等に書き込んだりメー

ル等のテキストメッセージで送信する『脅迫・侮

辱J，交際相手になりすまして，交際相手のメー

ルや I D等を勝手に用いて，回らせるようなこと

をする『なりすまし上インターネット等を利用

して交際相手の情報を探し出しそれを用いて相

手を傷つけたり攻撃したりする『私的情報等によ

る攻撃J，インターネット上に交際相手が嫌がる

ような情報や写真をアップするなどの『私的情報

の掲載』である。

そこで，本研究ではこれら 6種の行為の日本に

おける実態を明らかにすることを目的とする。そ

して，交際相手や元交際相手からされた経験の有

無に加え，具体的にどのようにその行為が行われ

たのか，その行為が受け手にどのような影響を与

えたのか，それに対してどのような対処を行った

のかについても検討する。さらに，上記の先行研

究は海外における調査であり，日本においては日

本独自の行為が存在する可能性も考えられる。そ

こで，上記の6種の行為以外にも日本において行

われている行為がないかについても検討を行う。

方法

調査対象者と手続き

本研究では，携帯やスマートフォン，インタ｝

ネット上の SNS などを用いた行為に関する調査

である点をふまえて，インターネット調査を実施

した。インターネット調査会杜“NTT コムオン

ライン・マーケテイング・ソリューション株式会

社”の保有するモニターから，現在または過去に

恋人がいる，またはいたことのある 15歳から 29

歳の男女を対象にインターネット調査を実施し

回答が得られた 473名（男性195名・女性278名）

を分析対象とした。平均年齢は24.22歳 (SD=3.36)

であった。

調査内容

ICTの利用 1 日の携帯電話やスマートフォン

での通話利用時間およびメールの送受信頻度につ

いて回答を求めた。通話時間に対する選択肢は，

「1 日に 3時間以上」「1 日に 1時間以上3時間未満J

「1 日に 30分以上 1時間未満」「1 日に 10分以上30

分未満」「1 日に 5分以上 10分未満」「1 日に 1分以

上5分未満J 「それ以下での利用j 「通話を利用し

ていない」で、あった。メールの送受信に対する選

択肢は，「1 日に 40件以上」「l 日に 30 ～ 39件」「1

日に 20 ～ 29件」「1 日に 10 ～ 19件」「1 日に 5 ～

9件」「1 日に 1 ～ 4件」「週に 3 ～ 4 件位」「週に

1 ～ 2件位」「それ以下での利用」「メール送信を

利用していない／メール受信を利用していないj

であった。また， 1 日の SNS (mixi, Twitter, 

LINE, GREE，モパゲータウン， Google＋）利

用時間についてそれぞれ回答を求めた。選択肢は，

「1 日に 6時間以上閲覧・投稿している」［l 日に 3

時間以上6時間未満閲覧・投稿している」「1 日に

30分以上1時間未満閲覧・投稿している」「1 日

に 30分未満閲覧・投稿している」「アカウントを

持っているが，ほとんど利用していないJ 「アカ

ウントを持っていない」であった。

ICTを用いた IPVの被害経験以下の6つの行

為に対する経験の有無について回答を求めた。「携

帯やパソコン，インターネット上のサイトを利用

して，あなたの言動をチェック（または監視）さ

れた事がある」（『言動監視』），「執揃にたくさん

のメッセージを送られた事がある」（『執捕なメッ

セージ送信』），「携帯メールやインターネット上

の書き込み，メッセージ送信機能等を用いて，あ

なたを怖がらせたり，侮辱したり，傷つけたりす

るような内容のメッセージを送られた事がある」

（『脅迫・侮辱j)，「あなたのメールやID等を用い

て，あなたになりすまし，あなたを困らせるよう

な事をされた事がある」（『なりすまし』），「イン

ターネットを使って，あなたの情報を探し出し

それを用いてあなたを傷つけたり攻撃されたりし

た事がある」（『私的情報等による攻撃』），「イン



14 

ターネット上に，あなたが嫌がるような情報や写

真をアップされた事がある」（『私的情報の掲載』）。

選択肢は，「恋人からされた事があるJ 「元恋人か

らされた事がある」「これまで恋人や元恋人から

そのような事はされた事がない」（複数選択可で

あるが，「これまで恋人や元恋人からそのような

ことはされたことがない」を選択した場合はその

ほかの選択肢は選択不可）であった。

ICTを用いた IPV行為の詳細各行為の詳細に

ついて，自由記述で回答を求めた。具体的には，『言

動監視』についてはチェックの方法（「方法」），『執

劫なメッセージ送信J についてはメッセージを送

られた頻度（「頻度」）およびその内容（「内容」），

『脅迫・侮辱J については使用された媒体（「媒体J)

およびメッセージの内容（「内容」），『なりすましJ

については具体的な行為の内容（「行為内容」），『私

的情報等による攻撃J については利用された情報

（「情報」）および具体的な行為の内容（「行為内

容」），『私的情報の掲載』についてはアップされ

た情報や写真（「アップ情報」）について回答を求

めた。

ICTを用いた IPVの受け手への影響各行為に

ついて，その行為によってどのような気持ちに

なったか（「気持ち」），あなたの行動にどのよう

な変化・影響があったか（「行動への影響」）につ

いて自由記述で回答を求めた。

ICTを用いた IPVへの対処 その行為に対する

対処（「対処」）について自由記述で回答を求めた。

その他のICTを用いた IPV行為 6種の行為以

外で携帯やパソコン等のメール機能やSNS等を

用いて，恋人や元恋人からされて嫌だ、った，怖かっ

た，傷ついた行為について自由記述で回答を求め

た。

デモグラフィック情報性別，年齢，職業，居

住形態について回答を求めた。

備理的配慮

回答から個人が特定されることはないこと，研

究目的以外に利用することはないこと，調査への

協力は自由意思に基づくもので囲答しなくても不

利益をこうむることがないことをトップページに

記載した。

調査時期

2012年 11 月 2 日から 6 日であった。

結果

調査対象者の属性およびICT利用状況

調査対象者は高校生21名（男性12名・女性9

名），専門学校生 17名（男性8名・女性9名），短

期大学生4名（男性O名・女性4名），大学生104

名（男性47名・女性57名），大学院生 15名（男

Table! 1 日の携帯・スマートフォンの通話時間
通話を 1 日に5分未満 1 日に5分以上 l 日にJO分以上 1 日に30分以上 l 日に1時間以上 1 日に3時間以上

訓岡1 プい向い 10品安浦 叩品安端 1時間幸端 、時間圭端

男性女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性男性女性
通話時間 8(4.1%) 4(1.4唱） 102(52.3%) 146(52.5首） 27(13.8弛） 27(9.7唱） 15(7.7首） 24(8.6弛） 18(9.2%) 35(12.6則 17(8.7也） 25(9.0覧） 8(4.1%) 17(6.1弛）

メーノレの送信
メーノレの受信

ffilXI 

Facebook 
Twitter 

メーノレ選権主E
盈坦Lヱじ立じ
星生一一一去隼
6(3.1帖） 1(0.4弘）
4(2.12Q__」込盟

アカウントを
撞＝工k 、t~• 、
男性 女性

Table 2 1 日の携帯・スマートフォンのメーノレ送受信頻度

避に日～4件 l 日にl～9件 l 日に10～19件

男性 女性 男性 女性 男性 女性
51(2n.2見） 65(23.4幼 10~ （52.8略l m((5S.6%l 24(12.3紛 22(7.9哨）
28(14.4＇略） 24(8.6弛） 91(46. 7%) 154(55.4%) 42(21.5%) 53(19.1協）

Table 3 I 日のSNSの利用時間
アカウントを持っているが 1 日に30分未満 l 日に30分以上
i孟と己ど重lj1!J］工νない Ii圭閉去溢
男性 女性 男性 女性 男性 女性

75(38.5＇弘.） 84(30.2也.） 53(27.2弛） 97(34.9目） 51(26.2拓，） 67(24.1弛，） 11(5.6弛） 14(5.0弛）
74(37.9幼 99(35.6叫） 24(12.3帖） 32(11.5同，） 65(33.35) 99(35.6%) 23(11.8弘） 25(9.0弛）
75(35.5%) 93(33.5見） 31(15.9唱） 51(!8.3略） 49(25.1国） 64(23.05) 23(11.自白） 23(8.3唱）

1 日に20～29件

塁盤一一去生

l 日に30件以上

塁隼一一五位
7(3.6帖，） 17(6.1弛） 4(2.1弘） 10(3.6弛）
16(8.2弛，） 23(8.3jも） 14(7.2略） 24Q旦臥）

l 日に1時間以上 1 日に3時間以上
3睦閉ま溢

男性 女性 男性 女性
4(2.1弘） 9(3.2帖） 1(0.1%) 7(2.5帖）
6(3.1%) 16(5.85) 3(1.5首） 7(2.5帖）
9(4.6唱） 26(9.45) 8(4.1弛） 21(7.6%) 

LINE 113(57.9唱） 104(37.4) 19(9. 7同） 27(9.7唱，） 42(21.5也，） 81(29.1%) 11(5.6帖） 28(10.1帖） 7(3.6弘） 26(9.4弘） 3(1.5帖） 12(4.3%) 
GREE 149(76.4＇弘，） 214(77.0弘） 35(17.9%) 49(17.6%) 4(2.1%) 6(2.2弛） 3(1.5同） 4(1.4唱） 3(1.5略） 3(1.1唱） 1(0.5帖） 2(0.1也）
モパゲータウン 154(79.0弘，） 221(79.5弛） 29(14.9唱） 37(13.3帖） 5(2.6＇弘） 8(2.9%) 1(0.5唱） 5(1. 日略） 4(2.1也） 4(1.4%) 2(1.0＇目） 3(0.19も）
Google+ 147(75.4帖） 241(86. 7叫 30(15.4拓，） 30(10.8叫 9(4.6帖） 4(1.4%) 6(3.1日） 2(0.7吟 1｣0.5%) l(0.4%) 2(1.0目j 。（0.0弛｝
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性10名・女性5名），会社員 216名（男性83名・

女性133名），自営業 17名（男性10名・女性7名），

無職25名（男性8名・女性17名），その他54名

（男性 17名・女性37名）であった。また，一人暮

らし 160名（男性77名・女性83名），家族と同居

289名（男性113名・女性176名），その他24名（男

性5名・女性19名）であった。

平均的な携帯電話やスマートフォンでの通話

時間は男女ともに 1 日 5分未満が最も多く，調

査対象者の約5割が1 日 5分未満と回答していた

(Table 1）。メールの送受信は 1 日に 1 ～ 9件が最

も多く，約7割の人が男女ともに 1 日に 1 回以上

はメールの送受信機能を利用していた（Table 2）。

また， SNSの利用に関しては， SNS利用者では

1 日に 30分未満の利用時聞が最も多く，男女とも

に約5割がFacebookや Twitter を利用していた

(Table 3）。

各行為の経験頻度

各行為に対する経験の有無を Table 4に示した。

『言動監視』に対しては男性の5.6%，女性の

10.4%が恋人から，男性の 10.3%，女性の 10.4%

が元恋人からされた経験があり， 6つの行為のう

ち最も経験している割合が高かった。『執捕なメッ

セージ送信』に対しては男性の4.1%，女性の 1.1%

が恋人から，男性の8.2%，女性の9.7%が元恋人

からされた経験があった。『脅迫・侮辱』に対し

ては男性の3.1%が，女性の0.4%が恋人から，男

性の4.1%，女性の4.0%が元恋人からされた経験

があった。『なりすまし』に対しては男性の 1.5%,

女性の0.0%が恋人から，男性の1.5%，女性の

0.7%が元恋人からされた経験があった。『私的情

報等による攻撃』に対しては男性の2.1%，女性

の0.4%が恋人から，男性の 1.0%，女性の 1.4%

が元恋人からされた経験があった。『私的情報の

掲載』に対しては男性の 1.0%，女性の0.0%が恋

人から，男性の 1.5%，女性の2.2%が元恋人から

された経験があった。

雷動監視

『言動監視J の具体的な方法と，この行為によっ

てどのような気持ちになったか，この行為によっ

て自身の行動にどのような影響があったか，どの

ような対処を行ったかを明らかにするためにそれ

ぞれカテゴリー化を行った。具体的には，臨床心

理学を専門とする著者2名が即法を用いてカテ

ゴリー化を行った。以下，カテゴリー化を行う場

合は同様の方法を用いた。

方法 『言動監視』に対して，恋人または元恋

人からされた事があると回答した89名中75名が，

「どのような方法でチェック（または監視）され

ましたか」という設聞に回答しており，全記述

数は79であった。それらを即法によってカテゴ

リー化した。その結果，「その他」を含めて 11 カ

テゴリーが抽出された（Table 5・1）。 SNS等のロ

グイン時間や書き込みの時間を見ることで交際相

手の行動をチェックする「SNS等のログイン時

間のチェック」，インターネット上の書き込みを

見て交際相手の言動をチェックする「SNSの内

容のチェック－Twitted 「SNSの内容のチェツ

Table4 各行為の経験頻度
恋人からされた事が元恋人からされた事これまで恋人や元恋人

ある がある からされた事はない
男性 女性 男性 女性 男性 女性

言動監視 11(5.6紛 29(10.4'粉 20(10.3紛 29(10.4弛） 167(85.6紛 221(79.5紛

執劫なメッセージ送信 8(4.1紛 3(1.1%) 16(8.2紛 27(9.7紛 173(88.7帖，） 249(89.6扮

脅迫・侮辱 6(3.1扮 1(0.4弛） 8(4.l弛） 11(4.0弛，） 183(93.8＇弛，） 266(95.7也）

なりすまし 3(1.5略） 0(0.0略） 3(1.5弛） 2(0.7弛，） 190(97.4唱） 276(99.3也）

私的情報等による攻撃 4(2.1也） l(0.4目） 2(1.0%) 4(1.4%) 190(97.4略，） 273(98.2弛）

私的情報の掲載 2(1.0紛 0(0.0紛 3(1.5弛） 6(2.2弘，） 191(97.9也） 272(97.8弛）
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Table5 1 『言動監視』における「方法」のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
SNS等のログイン時間のチェック 2 (8.0%) 9 (16. 7紛 11 (13.9%) 

SNSの内容をチェック
Tw札itter

Facebook 

3 (12.C%) 
2 (8.0紛

特定不能
ネット上での交友関係のチェック

m阻1 2 (8.0紛
5 (20.日明）
1 (4.0%) 
1 (4.0%) 
0 (O.C%) 

0 (0.0%) 

名前で検索
ネyト上で別人のふりをして関わる
ID等を調ベログインする
携帯を見る
その他

5 (20.似）
4 (16.0略）

合計 25 

8 (14.8唱）
8 (14.別£）

8 (16.8判）
4 (7.4唱）
4 (7.4喝）
2 (3.7%) 
2 (3.7%) 

2 (3.7唱）

4 (7.4唱）
3 (5.6判）

54 

11 (13.9哨）

10 (12. 7唱）
10 (12.7%) 
9 (11.4弛）
5 (6.3%) 

3 (3.8%) 
2 (2.5也）
2 (2.5唱）
9 (11.4也）
7 (8.9哨）

79 

クー Facebook」，「SNSの内容のチェック－

mix1」「SNSの内容のチェックー特定不能」，交

際相手がインターネット上で誰と交流しているか

をチェックする「ネット上での交友関係のチェッ

ク」，検索サイトに交際相手の名前を入力して得

られる情報から交際相手の言動をチェックする

「名前で検索」，他人になりすまして交際相手の気

持ちなどを知ろうとする「ネット上で別人のふり

をして関わるj，勝手に ID等を調べられメールな

どをチェックしたりする「ID等を調べログイン

する」，勝手に交際相手の携帯のメールや送受信

歴をチェックする「携帯を見る」といった行為で

あった。

気持ち 『言動監視』に対して，恋人または元

恋人からされた事があると回答した 89名中 73名

が，「この行為によってあなたはどのような気持

ちになりましたか」という設問に回答しており，

全記述数は91 であった。回法の結果，「その

他」を含めて 11 カテゴリーが抽出された（Table

5-2）。「嫌・不快J，「気持ち悪い」，「何とも思わ

Table5 2 『言動監視』における「気持ち」のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
嫌・不快 7 (24.1唱） 19 (30.6%) 26 (28.6唱）
気持ち悪い 1 (3.5%) 9 (14.5見） 10 (11.日目）
何とも思わない 2 (6.9略） 8 (12.9也） 10 (11.0弛）
怖い 3 (10.3唱） 7 (11.3%) 10 (11.0弛）
面倒 4 (13.8%) 4 (6.5弛） 8 (8.8%) 

相手から信用されていない 2 (6.9弛） 3 (4.8唱） 5 (5.5略）

どちらかとし、うと主馨しし、 2 (6.9弘） 3 (4.8帖） 5 (5.5唱）

相手への不信感 2 (6.9%) 2 (3.2弛） 4 (4.4唱）
ICT利用を制限しなければ 0 (0首） 3 (4.8%) 3 (3.3拍）
ショック 1 (3.4弛） 1 (1.6叫） 2 (2.2略）
その他 5 (17.2%) 3 (4.8唱） 8 (8.8%) 

合計 29 62 91 

ないj，「怖いj，「面倒J，「相手から信用されてい

ないJ，「どちらかというと嬉しい」，「相手への不

信感J，「ICT利用を制限しなければj，「ショック」

といったカテゴリーであった。

行動への影響 『言動監視j に対して，恋人ま

たは元恋人からされた事があると回答した 89名

中 74名が，「この行為によってあなたの行動にど

のような変化・影響がありましたか」という設

問に回答しおり，全記述数は 74であった。 KJ法

の結果，「その他」を含めて5カテゴリーが抽出

された（Table 5-3）。書き込みやネット上での他

者とのかかわりを控えたりといった「ICT利用制

限」，特に何の変化影響もなかったという「影響

なしj，気持ちが冷めたり，距離を置くようになっ

たりといった「相手への気持ちが冷めた」，交際

相手の見ることができないところで書き込みをし

たり，自分がICT を利用していないように交際

相手に見せかけたりするといった「ICT利用を隠

すJ というカテゴリーで、あった。

Table5 3 『言動監視』における「行動への影響jのテゴリー記述数
カテゴリー名 男性 女性 合計

!CT利用制限 IO (45.5品） 18 (36.4%) 28 (37 .8%) 

影響なし 7 (31.日目） 14 (26. 9%) 21 (28.4紛

相手への気持ちが冷めた 1 (4.同） 12 (23.1%) 13 (17.6帖）
!CT利用を隠す 3 (13.6%) 2 (3.8弘） 5 (6.8gの
その他 1 (4.5唱） 6 (11.5%) 7 (9.5%) 

合計 22 52 74 

対処 『言動監視』に対して，恋人または元恋

人からされた事があると回答した89名中 74名が，

「この行為に対して，あなたはどのような対応・

対処を行いましたか」という設問に回答しており，

全記述数は 76であった。 KJ法の結果，「その他」

を含めて8カテゴリーが抽出された（Table 5-4）。

Table5-4 『言動監視』における「対処』のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
!CT利用制限 8 (36.4弛） 17 (31.5唱） 25 (32.9%) 

対処しない 5 (22.7弛） 13 (24.1%) 18 (23.7出）
!CT利用を隠す 4 (18.2略） 7 (13.C め 11 (14.5帖）
別れた 0 (0.0%) 7 (13.0弛） 7 (9.2%) 

話し合い 1 (4.5%) 4 (7.4%) 5 (6.6%) 

無視 1 (4.5弘） 4 (7.4弛） 5 (6.6紛

謝る 2 (9.1唱） 0 (0.0唱） 2 (2.6帖）
その他 1 (4.5弛） 2 (3.7弛） 3 (3.9%) 

合計 22 54 76 
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行動への影響と同様に書き込みをしないようにし

たなどの「ICT利用制限J，何もしていないといっ

た「対処しないJ，ロックをかけるなどICT を利

用していることを交際相手から隠す「ICT利用を

隠す」，「別れたJ，発言の意図を説明したりと対

話によって解決を試みる「話し合い」，放ってお

いたり知らないふりをしたりといった「無視J，「謝

る」といった対処であった。

執鋤なメッセージ送信

どのくらいの頻度でメッセージを送られたか，

どのような内容のメッセージであったかに加え，

『言動監視』と同様にこの行為によって引き起こ

された気持ち，行動への影響，対処について，そ

れぞれカテゴリー化を行った。

頻度 『執捕なメッセージ送信J に対して，恋

人または元恋人からされた事があると回答した

54名中 41名が，「どのくらいの頻度でメッセー

ジを送られましたか」という設問に回答してい

た。数分ごとが14.6%, 1 日に 10 ～ 50通程度が

29.3%, 1 8 に数通程度が17.1%，毎日が14.6%,

週に 1 ～ 3回程度が7.3%，月に l, 2 回程度が7.3%

であった。

内容 『執揃なメッセージ送信』に対して，恋

人または元恋人からされた事があると回答した

54名中 42名が，「どのような内容のメッセージを

送られましたか」という設問に回答しており，全

記述数は 53 であった。 KJ法の結果， 9カテゴリー

が抽出された（Table 6-1）。「居場所・行動を問

う」，“なぜ返信をくれないのか”といった「連絡

の要求」，別れ際や別れた後に「復縁を求める J,

Table6-l 『執搬なメッセージ送信』におけるf内容jのカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
居場所・行動を問う 5 (22.7粉 9 (29.0品） 14 (26.4帖）
連絡の要求 2 (9.1弛） 4 (12.9略） 6 (11.3弛）
復縁を求める 2 (9.1紛 2 (6.5略） 4 (7.5%) 

かかわり希求 4 (18.2%) 3 (9. 7紛 7 (13.2略）
白傷・他害による脅し 2 (9.1弛） 1 (3.2%) 3 (5. 7弛）
愛情表現 1 (4.5私） 2 (6.5略） 3 (5.7唱）
非難 1 (4.5%) 2 (6.5弛） 3 (5.7帖）
自身の近況報告 0 (0.0略） 2 (6.5紛 2 (3.8紛
その他 5 (22.7略） 6 (19.4紛 11 (20.8也）

合計 22 31 53 

“もっと話がしたい”“会いたい”といった「かか

わり希求」，“自殺してやる”“（交際相手の大切な

人を）傷つける”と脅迫する「自傷・他害による

脅し」，“好き”やどのくらい交際相手を好きかを

言う「愛情表現J，交際相手の言動を攻めたてた

り見下すような「非難J，「自身の近況報告J であっ

た。

気持ち 『執劫なメッセージ送信』に対して，

恋人または元恋人からされた事があると回答し

た 54名中 44名が，「この行為によってあなたはど

のような気持ちになりましたかJ という設聞に回

答しており，全記述数は57であった。 KJ法の結

果，「その他」を含めて 11 カテゴリ｝が抽出され

た（Table 6-2）。「欝陶しい・面倒J，「不快」，「気

持ち悪い」，「怖いJ，「辛い」，「相手が嫌いに」，「相

手から信用されてない」，「複雑」，「何も感じないJ,

「申し訳ない」で、あった。

Table6-2 『執劫なメッセージ送信』における「気持ち」のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
軍事陶しい・面倒 10 (41.7帖） 11 (33.3叫） 21 (36.8品）
不快 4 (16.7唱） 5 (15.2%) 9 (15.側）
気持ち悪い 1 (4.2%) 5 (15.2帖） 6 (10.日）
怖い 1 (4.2%) 4 (12.1%) 5 (8.側）

辛い 1 (4.2百） 2 (6.1紛 3 (5.3%) 

相手が嫌いに 0 (0.日明） 3 (9.1弛） 3 (5.3%) 

相手から信用されてない 1 (4.2弛） 1 (3.仰心 2 (3.5%) 
複雑 1 (4.2唱） 1 (3.0%) 2 (3.5弘）
何も感じない 2 (8.3%) 0 (0.0帖） 2 (3.5略）
申し訳ない 1 (4.2%) 1 (3.0叫） 2 (3.5%) 

その他 2 (8.3弘） 0 (0.0唱） 2 (3.5首）
合計 24 33 57 

行動への影響 『執劫なメッセージ送信』に対

して，恋人または元恋人からされた事があると回

答した 54名中 44名が「この行為によってあなた

の行動にどのような変化・影響がありましたかj

という設問に回答しており，全記述数は44であっ

た。 KJ1法の結果，「その他J を含めて8カテゴリー

が抽出された（Table 6-3）。「影響なし」，会わな

いようにするなどの「関係回避J，気持ちが冷め

たり関わるのが面倒になったなどの「疎遠J，メー

ルを見ないようにするなどの「無視J，逐一メー

ルをチェックして返信するようにするなどの「相

手に合わせるJ，友人と外出したり遊んだりする
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Table6-3 『執劫なメッセージ送信』における
f行動への影響jのカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性
影響なし 7 (36.8%) 3 (12.0目）
関係回避 0 (0.0%) 6 (24.0弛）
疎遠 5 (26.3喝） 7 (28.0%) 
無視 2 (10.5%) 4 (16.0%) 

相手に合わせる 2 (10.5拡） 2 (8.0帖）
第3者との関わり減少 1 (5.35) 1 (4.0弘）
警戒 1 (5.3弛） 0 (0.0%) 

その他 1 (5.3%) 2 (8.0%) 

合計 19 25 

害言干
10 (22. 7弛）

6 (13.6%) 
12 (27.3弛）
6 (13.6%) 
4 (9.1%) 

2 (4.5%) 
1 (2.3弛）

3 (6.8%) 

44 

ことを控える「第3者との関わり減少J，自身や

周囲の人の身の危険を感じて気を配る「警戒」で

あった。

対処 『執揃なメッセージ送信J に対して，恋

人または元恋人からされた事があると回答した

54名中44名が「この行為に対して，あなたはど

のような対応・対処を行いましたか」という設問

に回答しており，全記述数は51 であった。 KJ法

の結果，「その他j を含めて6カテゴリーが抽出

された（Table 6-4）。「無視J，やめるよう説得し

たり抗議をするといった「意思の主張」，こまめ

に連絡したり返信したりする「相手に従う j，メー

ルの受信を拒否するなどの「拒否する」，「別れる」

であった。

Table6 4 『執劫なメッセージ送信』における
「対処jのカテゴリー記述数

カテゴリー名
無視
意思の主張
相手に従う
拒否する
別れる
その他

男性 女性
9 (45.0%) 11 (35.5拡）

5 (25.0%) 5 (16.1叫）
2 (10.0拍） 2 (6.5%) 

1 (5.0%) 6 (19.4帖）
1 (5.0拡） 4 (12.9唱）
2 (10.0%) 3 (9.7弘）

合計 20 31 

脅迫・侮辱

零許
20 (39.2帖）

10 (19.6弛
4 (7.8%) 

7 (13. 7%) 

5 (9.8帖）

5 (9.8弛）
51 

どのような媒体を用いてこのような行為をされ

たか，どのような内容のメッセージであったかに

加え，この行為によって引き起こされた気持ち，

行動への影響，対処について，それぞれカテゴリー

化を行った。

媒体 『脅迫・侮辱』に対して，恋人または元

恋人からされた事があると回答した 26名中 19名

が「どのような媒体を用いられましたかj とい

う設問に回答しており，全記述数は 21 であったO

KJ法の結果，「その他」を含めて5カテゴリーが

抽出された（Table 7-1）。「携帯メール」，「mixi

のメッセージ」，「掲示板J，「1\vitter」等であった。

Table7ーl 『脅迫・侮辱』における「媒体Iのカテゴリー記述数
カテゴリー名 男性 女性 合計
携帯のメール 3 (27.3唱） 6 (60.0略） 9 (42.9略）
mixiのメッセー 2 (18.2%) 3 (30.0帖） 5 (23.8帖）

掲示板 4 (36.4＇略） 0 (0.0%) 4 (19.1帖）
Twitter 2 (18.2%) 0 (0.0弛） 2 (9.5%) 

その他 0 (0.0唱） 1 (10.0%) 1 (4.8%) 

合計 11 10 21 

内容 『脅迫・侮辱』に対して，恋人または元

恋人からされた事があると回答した26名中 17名

が「どのような内容のメッセージでしたか」とい

う設問に回答しており，全記述数は21 であったO

KJ法の結果，「その他J を含めて4カテゴリーが

抽出された（Table 7-2）。交際相手を傷つけたり

見下したりするような内容の「誹詩中傷J，交際

相手が身の危険を感じるような内容の「脅迫」，

交際相手の過去やメールの内容などを書き込むな

どの「プライベートの暴露」であった。

Table7-2 『脅迫・侮辱』における「内容jのカテゴリー記述数
カテゴリー名 男性 女性 合計

誹誘中傷 6 (60.0%) 4 (36.4目） 10 (47.6%) 
脅迫 1 (10.0帖） 3 (27.3%) 4 (19.1%) 

プライベートの暴露 1 (10.0%) 1 (9.1%) 2 (9.5拡）
その他 2 (20.0帖） 3 (27.3唱） 5 (23.8%) 

合計 10 11 21 

気持ち 『脅迫・侮辱』に対して，恋人または

元恋人からされた事があると回答した 26名中 19

名が，「この行為によってあなたはどのような気

持ちになりましたかJという設聞に回答しており，

Table7-3 『脅迫・侮辱』における「気持ち」のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
嫌・不快 6 (46.2唱） 2 (15.4%) 8 (30.8%) 

怖い 1 (7. 7%) 4 (30.8弘） 5 (19.2唱）
悲しい 2 (15.4弛） 2 (15.4%) 4 (15.4%) 

気持ち悪い 0 (0.0見） 2 (15.4%) 2 (7.7帖）
落ち込む 1 (7. 7弛） 1 (7. 7弛） 2 (7.7略）
その他 3 (23.1%) 2 (15.4%) 5 (19.2帖）

合計 13 13 26 
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全記述数は26であった。 KJ法の結果，「その他」

を含めて6カテゴリーが抽出された（Table 7-3）。

「嫌・不快J，「怖いJ，「悲しい」，「気持ち悪いJ，「落

ち込む」で、あった。

行動への影響 『脅迫・侮辱J に対して，恋人

または元恋人からされた事があると回答した26

名中 18名が，「この行為によってあなたの行動に

どのような変化・影響がありましたか」という

設問に回答しており，全記述数は 18であった。

KJ法の結果， 6 カテゴリーが抽出された（Table

7-4）。人とのかかわりを制限するなどの「行動制

限」，「無視する J，書き込みを見るのが怖くなる

などの「怖いj，「気持ちが冷める」，寝込むなど

の「精神的苦痛J，変化や影響「なしj であった。

Table7-4 『脅迫・侮辱』における
f行動への影響jのカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性
行動制限 6 (60.0%) 3 (37.5弛）
無視する 1 (10.0紛 1 (12.5弛）
怖い 0 (0.0拡） 2 (25.肌）

気持ちが冷める 2 (20.0%) 0 (0.0帖）
精神的苦痛 0 (0.0略） 2 (25.0唱）
なし 1 (10.0弘） 0 (0.0見）

合計 10 8 

害許
9 (5.0.唱）
2 (11.1%) 

2 (11.l唱）
2 (11.l唱）
2 (11.1%) 

1 (5.6弛）

対処 『脅迫・侮辱』に対して，恋人または元

恋人からされた事があると回答した 26名中 19名

が，「この行為に対して，あなたはどのような対

応・対処を行いましたか」という設問に回答して

おり，全記述数は 18であった。 KJ法の結果，「そ

の他」を含めて5 カテゴリーが抽出された（Table

7-5）。メール・書き込みを見ないようにするなど

の「回避J，別れたり，関わりを減らすなどの「距

離をとる」，反論するなどの「意思の主張J，「対

処しないJ で、あった。

Table7-5 『脅迫・侮辱』における「対処jのカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性 合計
回避 3 (30.0弛） 3 (37.5出） 6 (33.3%) 

距離をとる 3 (30.0帖） 1 (12.5%) 4 (22.2%) 

意思の主張 1 (10.0弛） 1 (12.5帖） 2 (11.1%) 

対処しない 1 (10.0帖） 1 (12.5%) 2 (11.1%) 

その他 2 (20.0弛） 2 (25.0唱） 4 (22.2弛）

合計 10 8 18 

なりすまし，私的情報等による攻撃，私的情報の

掲載

これら 3つの行為についても，具体的な行為の

内容等，この行為によって自身の行動にどのよう

な影響があったか，どのような対処を行ったかに

ついて尋ねたが，すべてにおいて回答数が2 ～ 6

と少なかったため分析を行わなかった。

6種の行為以外の行為

「これまで回答された以外に，携帯やパソコン

等のメール機能やソーシャルネットワークサービ

ス等を用いて，恋人や元恋人からされてあなたが

嫌だった，怖かった，傷ついた行為はありますか」

に対して， 53名が回答しており，全記述数は55

であった。 KJ1法の結果，「その他」を含めて 15

カテゴリーが抽出された（Table 8）。「誹誘中傷」，

Table8 6種の行為以外のカテゴリー記述数

カテゴリー名 男性 女性

誹誘中傷
私生活の暴露
ICT利用法についての意見の相違
ネット上の情報から真実を知る
ネット上での交友関係の監視
写真の悪用
自傷・他害による脅迫
ネット上での付きまとい行為
行動監視
自分を優先するよう要求
メールを無理やり見る
情報を検索
執械にメールを送りつける
なりすまし
その他

2 (15.4弛） 6 (14.3唱）
3 (23.1唱I 3 (7.1%) 
2 (15.4紛 4 (9.5弘）
0 (0.0唱） 4 (9.5%) 
2 (15.4紛 2 (4.8%) 
0 (0.0唱） 4 (9.5弛）
0 (0.0略） 3 (7.1弛）
0 (0.0略） 3 (7.1弛）
0 (0.0略） 3 (7.1唱）
0 (0.0帖） 2 (4.8弛）
0 (0.0%) 2 (4.8%) 
1 (7.7弛） 0 (0.0%) 
0 (0.0略） 1 (2.4紛
1 (7. 7也） 0 (0.0%) 
2 (8.3%) 5 (11.9唱）

合計 13 42 

否言干
8 (14.5略）
6 (10.9怖）

6 (10.9見）
4 (7.3見）
4 (7.3帖）
4 (7.3出）

3 (5.5帖）
3 (3.5弛）
3 (3 目5拡）
2 (3.6%) 
2 (3.6略）
1 (1.8見）
1 (1.8弛）
1 (1.8%) 
7 (12.7拍）

55 
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「私生活の暴露」，「ICT利用法についての意見の

相違」，「ネット上の情報から真実を知る」，「ネッ

ト上での交友関係の監視」，「写真の悪用」，「自

傷・他害による脅迫」，「ネット上での付きまとい

行為J，「行動監視J，「自分を優先するよう要求J,

「メールを無理やり見る」，「情報を検索」，「執劫

にメールを送りつけるJ 「なりすまし」であった。

考察

本研究では，先行研究で指摘されている ICT を

用いた IPVの主な6種について，日本におけるそ

の実態を検討した。

調査対象者のICT利用状況から，ほとんどの

人が携帯・スマートフォンの通話やメールの送受

信を利用していることが明らかとなった。また，

SNS の利用についても， 4割程度の人がいずれか

のSNS を利用しており，総務省（2011）の結果

とも一致する。これらの事から，本調査対象者に

おいても多くの人がICT を利用していることが

わかる。

各行為の経験の有無を見てみると，交際相手，

元交際相手からのどちらにおいても『言動監視』

が最も多かったため，『言動監視J は他に比べて，

より行われやすい行為であると言える。一方，『執

劫なメッセージ送信j や『脅迫・侮辱』について

は，現在の交際相手よりも元交際相手から行われ

ることが多いことが明らかとなった。上記の3行

為はサイバーストーキングとも重なる行為であり

(Finn, 2004），本研究での結果は，ストーキング

の加害者は元交際相手であることも多いとする先

行研究（Bjerregaard, 2000; Tjaden & Thoennes, 

2000; Tjaden & Thoennes,1998）とも一致する。

しかし行為自体は重なる部分が多いが，一方は

現在も親密な関係を継続しており，もう一方は既

に親密な交際関係が解消されているなど，加害者

と被害者の関係性が異なる。そのため，異なる側

面も存在する可能性もあり，この点についてはさ

らなる検討が必要で、あろう。

以下では，各行為の詳細について述べていくこ

ととする。

言動監視

交際相手の言動をチェックするために， SNS

のログイン時間やSNS における書き込みを利用

している場合が多いことが明らかとなった。 SNS

利用者は自身の行動についても記述している場合

も多いと考えられる。そのため， SNS によって，

実際に相手に聞くことなく，いつでもどこにいて

も容易に相手の言動をチェックすることが可能と

なっていることが明らかとなった。

このような行為をされることによって生じる気

持ちの面での影響としては，「嫌・不快J 「気持ち

悪い」などの否定的な気持ちになることが多い一

方で，「なんとも思わないJ という回答も一定数

見られた。さらに，わずかではあるが「どちらか

というと嬉しい」という，交際相手の行為に対し

て好意的に受け止めている人も存在することが明

らかとなった。交際相手が自分の言動をチェック

する行為を，相手の愛情の表れと認識することに

よって，嬉しいという気持ちが生じていることが

推測された。一方で，自分のことを信用してもら

えていないためと認識した場合には，これらの行

為に対して否定的な気持ちが生じるであろう。こ

のように，受け手が交際相手の行為をどのように

認識するかによって生じる気持ちが異なると思わ

れる。行動面での影響としては「ICT利用の制限j

や「ICT利用を隠す」といった，受け手の行動が

制限されてしまうという影響が最も多かった。し

かし気持ちの場合と同様，受け手の行動にも「影

響なし」と答える人が一定数おり，人によってそ

の行動への影響の仕方も大きく異なることが明ら

かとなった。交際相手の SNS を見ること自体は

自然な行為と言えないわけではないので，どこか

らを“監視”とするのかは難しい問題であり，個

人の認識の仕方に大きく依存すると考えられる。

そのため，人によってはその行為によってあまり

影響は受けておらず，問題とならない場合も多い

と考えられる。

言動監視への対処としては，行動への影響と同

様のカテゴリーが見られ， ICTの利用を制限した

り隠したりすることで，交際相手からの更なる言
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動監視を回避するための対処を行っていることが

明らかとなった。また，対処しない，無視などの

回答もあり，気持ち，行動において影響がないと

認識している人が対処を行わなかったものと推測

された。

執揚なメッセージ送信

執揃にメッセージを送信されたと感じる頻度

は，数分毎から月に 1. 2 固までと個人によって

大きく異なることが明らかとなった。つまり，同

じ頻度であっても人によっては執劫に送られたと

感じ不快に思う人もいれば，普通程度の頻度と感

じ，気にとめない人もおり，その行為を執掲だと

とらえるかどうかは個人の認識の仕方に大きく依

存しているといえる。また，その内容によっても

受け手が“執揃である”と認識しやすさ（しにく

さ）が異なる可能性も考えられる。メッセージの

内容としては，「居場所・行動を問う」や「連絡

の要求」など交際相手の行動をチェックするため

に行われることが多いことが明らかとなった。「復

縁を求めるJ 「会う・話す事の希求」といった行

為は，いわゆる付きまとい行為にあたり，元交際

相手からされる場合も多いと推測される。しかし

本調査では現在の交際相手からされた行為か元交

際相手からされた行為について言及しているのか

は不明である。今後は，それらを区別して調査す

る必要があるだろう。

気持ちへの影響としては，「何も感じない」と

いう回答はわずかであり，ほとんどの人がネガ

ティブな気持ちを感じることが明らかとなった。

一方で，行動への影響では「影響なし」という回

答が多かったことから，執劫なメッセ｝ジ送信と

いう行為は受け手の気持ちの面により多くの影響

を与える行為と言える。しかし「影響なし」と

いう回答も多い一方で，「関係回避」「疎遠J 「無

視j など交際相手から距離を取る行動も多くみら

れた。行為者からすると，言動を監視したり，関

わりを求めたいという思いからの行為であるが，

結果的には行為者の意図と反する受け手の行為を

引き起こすことにつながるといえる。また，割合

としては少ないが「相手に合わせる」や「第3者

との関わり減少」といった回答も存在した。これ

らは，相手の要求に従う行為であり，受け手の自

由な意思決定が尊重されない関係性につながりう

ると考えられる。

執拘なメッセージ送信への対処としては，暗に

拒否している態度を示す「無視」や「拒否する」

も含めて，「意思の主張」といった相手に自分の

意思を伝えるという対処を行っている場合が多い

ことが明らかとなった。一方で、，割合は少ないが

「相手に従う」という対処も見られ，人によって

対処の方向性が異なることが明らかとなった。

脅迫侮辱

利用媒体としては携帯メールが最も多く用いら

れていた。 4 ～ 6割程度の人がSNS をほとんど利

用していない一方で，携帯メールは9割以上の人

が利用していることから，携帯メールが比較的誰

にでも使いやすいため，『脅迫・侮辱』を行う媒

体としても多く用いられていると考えられた。そ

の内容としては，「誹詩中傷」「脅迫」に加え，「プ

ライベートの暴露」という回答もあり，交際相手

のプライベートをネット上に暴露すると脅した

り，実際に暴露することで相手を侮辱するという

行為も行われていた。

他の行為では見られた気持ちの面で影響がない

という回答は見られなかった。つまり，ほとんど

の場合，『脅迫・侮辱』という行為は受け手の気

持ちをネガテイブにする行為であるといえる。ま

た，全記述数が少ないが，最も多かったのが「行

動が制限された」という影響であった。『脅迫・

侮辱』という行為は受け手の気持ちを否定的なも

のにすることに加えて，受け手の行動を制限して

しまうという機能を併せ持つことがわかる。

対処としては，『執揃なメッセージ送信』では

自身の意思を積極的にまたは消極的にでも示すよ

うな対処が多かったが，『脅迫・侮辱』の場合は

意思の主張は比較的少なく，「回避」「距離を取る」

などの交際相手とのかかわりを減らすことによっ

て対処することが多いことが明らかとなった。『執

掲なメッセージ送信』の場合も，関わりを減らす
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ことによって対処する場合が見られたが，その理

由としては「欝陶しい・面倒」という気持ちから

来ているものが多いと考えられた。しかし『脅

迫・侮辱』の場合は気持ちへの影響として「怖

い」という回答も多く，怖さから関わりを減らす

という対処が行われているのではないかと推測さ

れた。

なりすまし・私的情報等による攻撃・私的情報の

掲載

『なりすまし』『私的情報等による攻撃』 f私的

情報の掲載J については，経験頻度が非常に少な

いことが明らかとなった。私的情報の掲載につい

ては，それによって交際相手を脅迫したり，侮辱

することにつながる可能性もあり，上述の『脅迫

侮辱』にも含まれる行為とも考えられる。相手が

嫌がるような情報や写真がいったんインターネッ

ト上に掲載されてしまうと，それらを完全に削除

することは現実的に不可能であり，被害者に与え

る影響は非常に大きいと考えられる。実際，日本

においても元交際相手によるわいせつ画像の掲載

などが社会問題化し実際にそのような画像をイ

ンターネット上に流出させたり，流出させるなど

と元交際相手を脅したり，復縁を迫るといった事

案が発生していることが報告されている（警察庁，

2014）。生起頻度は低いが全く起こっていないわ

けではないこれらの行為についても，他の行為と

同様に詳細な検討を行っていくことが必要である

と考えられる。

6種の IPV行為以外の行為

先行研究で指摘されている 6種の行為以外にも

日本に独自の行為が存在することも考えられたた

め，交際相手からされて嫌だ、った，怖かった，傷

ついた行為について自由記述によって回答を求め

た。KJ法の結果を見てみると，「誹誘中傷」「自傷・

他害による脅迫」「自分を優先するよう要求」は

『脅迫・侮辱J に，「私生活の暴露J は『私的情報

の掲載』に，「ネット上での交友関係の監視」「行

動監視」「メールを無理やり見るJは『言動監視』に，

「写真の悪用」「情報を検索J はその情報を用いて

嫌なことをされた場合に，『私的情報等による攻

撃J に含まれると考えられる。加えて，「執捕にメー

ルを送りつける」は『執劫なメッセージ送信J，「な

りすまし」は『なりすまし』とほぼ同じ内容で

あった。「ICT利用法についての意見の相違J は

交際相手からされた行為というよりは，考え方が

異なっているという内容であり，「ネット上の情

報から真実を知る」についても交際相手からされ

たというよりも自分が交際相手の’情報を知ってし

まうといった内容で、あった。以上より，ほとんど

の行為は6種の行為のいずれかに含まれると考え

られた。したがって，日本における ICT を用いた

IPV としては先行研究で挙げられている 6種の行

為が主であり，本調査ではそれら以外に新たに抽

出された行為としては，「ネット上での付きまと

い行為」のみであった。この行為もサイバーストー

キング研究ではすでに指摘されており，「付きま

とい行為J の目的が交際相手のネット上での言動

を監視することが目的である場合は，『言動監視』

に含まれるとも考えられる。このように，行動は

同じで、あってもその意図が異なる場合も多く存在

すると考えられる。

本研究のまとめと今後の課題

本研究では，日本における ICT を用いたIPV

行為の経験頻度に加え，具体的にどのようにそれ

らが行われているのか，受け手への影響やその

対処について明らかにすることができた。しか

し本調査では，経験頻度以外は，現在の交際相

手からされた行為なのか元交際相手からされた行

為なのかを区別していなしミ。現在の交際相手と元

交際相手とでは，関係性が異なる。そのため，そ

の行為の目的が異なる可能性も考えられる。した

がって，今後は両者を区別して現在の交際相手か

らの行為と元交際相手からの行為をそれぞれ検討

しその共通する部分や相違点を明らかにするこ

とが必要であろう。それによってIPVだけでな

くストーキングについてもその予防と介入に寄与

しうる知見が得られると考えられる。また，人に

よって行為の影響が大きく異なることが明らかと

なり，その行為に対する認識に違いがあることが
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推測された。しかしどのような違いから影響力

や認識の違いが生じるのかは定かではない。した

がって，関係性の質や行為者・受け手の性格的な

要因など影響力や認識の違いを規定する要因につ

いても今後検討することが必要であろう。

今日， ICTの進歩は目覚ましく，若者の使用す

る媒体も短いスパンで切り替わっていく。それに

伴って，さらに新たな形態の攻撃行動が生み出さ

れていく可能性がある。したがって，本研究で挙

げられた行為も短いスパンで，頻度が変化したり，

新たなタイプの行為が主流となっていく可能性が

ある。効果的な予防啓発・介入のためには，新た

な技術によってどのような攻撃行為が生じるのか

について継続的に注意を払い，その特徴や影響力

を理解していくことが必要であろう。

引用文献

Bennett, D. C., Guran, E. L., Ramos, M. C., & 

Margolin, G. 2011 College Students' Electronic 

Victimization in Friendships and Dating 

Relationships: Anticipated Distress and 

Associations With Risky Behaviors Violence 

and 日：ctims, 26, 410・429.

Bjerregaard, B. 2000 An empirical study of 

stalking. Victimization. Violence and Victims, 

15, 389-406. 

Burke, S. C., Wallen, M., Vail-Smith, K, & Knox, 

D. 2011 Using technology to control intimate 

partners: An exploratory study of college 

undergraduates, Computers in Human 

Behavior, 27, 1162-1167. 

Finn, J. 2004A survey of online harassment at a 

university campus. Journal of Interpersonal 

Violence, 19, 468-483. 

Helsper, E. J., & Whitty, M. T. 2010 Netiquette 

within married couples: Agreement about 

acceptable online behavior and surveillance 

between partners Computer in Human 

Behavior, 26, 916-926. 

警察庁 2014 平成26年上半期のサイバー空間

をめぐる脅威の情勢について < http://www. 
npa.go.jp/kanbou/cybersecurity/H26 kami_ 

jousei.pdf> (2014年 10 月 16 日）

Korchmaros, J. D., Ybarra, M. L., Langhinrichsenｭ

Rohling, J., Boyd, D., & Lenhart, A. 2013 

Perpetration of teen dating violence in a 

networked society. Cyberpsychology, Behavior, 

and Social Networking, 16, 561・567.

Melander, L. A 2010 College Students' Per℃eptions 

of Intimate Partner Cuber Harassment 

Cyberpsychology, Behavior, and Social 

Networking, 13, 263-268. 

Saltzman, L. 日（2004). Definitional and 

methodological issues related to transnational 

research on intimate partner violence. 

Violence against women, 10, 812-830. 

Shorey, R. C., Cornelius, T. L., & Bell, KM. 2008 

A critical review of theoretical frameworks 

for dating violence: Comparing the dating 

and marital fields. Aggression and Fう：olence

Behavior, 13, 185・194.

総務省 2011 ソーシャルメディアの可能性

と課題平成23年版情報通信白書 155-181.

< http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/ 
whitepaper/ja/h23/pdf/n3020000.pdf > (2013 

年 11 月 20 日）

総務省 2013 インターネットの利用動向 平成

25年版情報通信白書 331・346.< http://www. 
soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/ 

h25/pdf/n4300000.pdf > (2013年 11 月 20 日）

Tjaden, P., & Thoennes, N. 1998 Stalking in 

america: Findings from the national violence 

against women survey. Washington, DC: 

National Institute of Justice and the Center 

for Disease Control and Prevention. 

Tjaden, P., & Thoennes, N. 2000 Full report of 

the prevalence, incidence, and consequences 

of violence against women: Findings from 

the national violence against women survey. 

Washington, DC: National Institute of 



24 

Justice and the Center for Disease Control 

and Prevention 

Zweig, J.M., Dank, M., Yahner, J., & Lachman, 

P. 2013 The Rate of Cyber Dating Abuse 

Among Teens and How It Relates to Other 

Forms of Teen Dating Violence. Journal of 

Youth and Adolescence, 42, 1063-1077. 

付記

本研究は日本学術振興会科研費（課題番号

24730572）の助成を受けた。




